賃金格差論 by 永山 武夫
197
賃　金　格　差　論
永　山　武　夫
　きょうの私の論題は「賃金格差論」ですが，「賃金格差論」をなぜ問題にす
るのかということから入っていきたいと思います。
　賃金格差とは何か，どこに・賃金格差があるのか，いつ存在したのか，あるい
はそれをなぜ問題に一するのか，それをどのように間題にするのかといったよう
なことを考えていくことが必要となります。
　卑近な例からいきますと，たとえばAさんが毎月所定の給料を12万円もらっ
ている，それからBさんが同じく月に給料10万円もらっている。そうしますと
2人の給料の差は2万円あるわけですが，普通われわれが日常経験する中で，
こういった2万円の違いが発生していると，Aさんのほうが給料が高いと，常
識的にはそう人々は考えます。とくにこれは目本の特殊事情があって，日本で
は普通Aさんのほうが2万円高いと考えるのが，常識になっていると思います。
　しかし・この例の揚合でも，たとえばAさんがはたして給料が高いといえる
かどうかは疑間なわげで，かりに，Aさんが月に200時閻働いているとすれば，
1時間あたりのAさんの賃金は，600円ということになります。
　またかりにいま週休2日制ということが盛んに議論されていますから，1目
に約7時間働いて週休2日制であるとすれば，大体月の労働時間は160時問ぐ
らいになります。かりにBさんがそうだとすれば，Bさんのほうは2万円低い
10万円しかもらっていたいんですが，それを160時間で割ってみれば，時聞当
たりの賃金は625円になる。するとAさんは600円でBさんは625円ですから，
時間賃率でいけぼ実はBさんのほうが賃金は高いということになります。
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　ところが日本では，賃金を考える場合に，1時間幾らというr時間賃率」
hourIy　rates　of　wageという観念が弱くて，月の全体で考えようとする。これ
は日本の賃金形態，労使慣習等々に欧米と違った，日本の特殊事情があるため
に，こうした比較がなかなかできないということが起るのですが，しかし時間
賃率で考えてみれば，ほんとうはBさんのほうが高いということになります。
　まして，Aさんが残業したり，休日出勤をしたり，そういうことでたくさん
の労働時間をかけていたために，月の稼ぎ高が高いということであれば，時問
賃率に直せぽさらに2人の違いが広がって，Bさんのほうが時間賃率ははるか
に高いといったよう恋ことも，幾らでも起り得るわげです。
　本来賃金というのは，英語でいえばWageSあるいは，rateS　of　Wageであ
って，r．時間当たり賃率」あるいは出来高賃金の場合には，r出来高当たり賃
率」一そういうものとして普通比較がなされますが・日本の場合それをしな
いで，wagesとeamingsとinco㎜eと，この3つが目常ごちゃまぜに使わ
れています。
　たとえぼ，残業をたくさんしてかせいだという場合には，これはWageSだ
けでなくてeamingSが問題にされているわけで丸日本語でいえばr稼得賃
金」，この稼得賃金とWageSをごっちゃにして考え飢それからさらに・場
合によるとincOmeもごっちゃにLて考える。incOme（所得）になれば，彼
の賃金あるいは稼得賃金とは別の計算が出てくるわげです。ある人は，その家
族構成等々から，非常に高い所得税を取られているとか，あるいは杜会保険料
の支払いもさまざまであるとか，また，多くの扶養家族をかかえている場合に
は，国家から扶養家族季当がたくさん戻ってくるとカ㍉そういった形で彼の賃
率とは直接関係のない他の要素が入ってきて，現実の彼の月々の所得はきまっ
てくるわけです。ところがそうした区別，inComeとeamingSとWageSと
の，区別が日本ではたかなかしにくい。しにくい原因の1つには日本の特殊事情，
賃金形態の特殊事情があるわけです。たとえぽ，いわゆる給料の主体をなす塞
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本的絵与の中に，いろいろな項貝が普通はまざっております。結婚をすると女
房手当がつく。子供が生まれてくると，その子供に対する第1子幾ら，第2子
幾らといったような，扶養家族手当がふえてくる。あるいは住宅手当が出る。
通勤手当が出る。等々さまざ童な手当が賃金体系の中に入っていて，そういう
ものの合計として，基本的給与ができ上がっているわげです。
　ところが，こういった各種の手当は，賃金の本来の性格からいげぼ，賃金と
はなじまない要素です。本来賃金というのは，労働に対する対価という形でく
るわけですから，労働が多ければ賃金がふえる。また，むずかしい労働をすれ
ば，そうでない場合よりも高い賃金がもらえるという工合に，労働に対応して
賃金はきまるというのが，本来の賃金のあり方なわけです。住宅手当とか・結
婚した場合の手当とか，通勤手当といった各種の手当は，労働の質とか・労働
の量とかというものには，関係がありません。その関係のないものが，日本で
はWageSの中に入ってくる。そういったことのために，時間賃率といったよ
うな観念が，なかなか成立しにくい。欧米にもさまざまた手当があります。た
とえば児童手当といったよう放ものは，日本では個別企業が払っていますが，
欧米なら国家が杜会保障の一環として払う。つまり個別企業は児童手当を払わ
ない。あるいは住宅手当を払わない等々で，労働に対する対価という観念が，
賃金の形態の上でもわりとすっきりしてくるわけです。
　日本は，労働に対する対価以外の要素が，賃金体系としてさまざまに入り込
んでくる。そういうことのために，労働に対する対価である「時間賃率」とい
う観念が，発生しにくい。人々はとにかく幾らもらったかということで，あの
人とこの人ではあっちのほうが高いとか，安いとか，そういう比較におちいり
やすい。しかしその比較は，おそらく非常に単純た，あまりにも現象を追いか
け過ぎた比較であって，もう少し突っ込んでいげば，そういう比較そのものが，
まずおかLいということに気がついてくるはずです。
　ここではそういった無用た混乱を避けるために，たとえば時間賃率なら時間
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賃率だげで考えてみます。たとえば先ほどの例でいえば，Aさんが時閻賃率は
600円であり，Bさんは625円であったとすれば，Bさんのほうが賃金が高いん
だということに整理を一応しておきます。
　この場合に，時代を隈定してみます。時代を現代なら現代というふうに限定
して考える。また，一定の杜会というふうに，杜会も限定して考える。この場
合社会というのは，一定の国ぐらいに思っていただいてけっこうです。またA
さんとBさんは，全く同じ労働をしたというふうに隈定します。労働が違えば
賃金が違ってくるだろうと考えるのが常識ですから，いまここでは一応，Aさ
んとBさんは同じ労働をしたと考えます。同じ労働という意味は，その労働の
内容も同じである。その労働した量，労働時間で考えていげば，同じ労働時問
働いたと考えます。このばあい，会杜が日本では通常支払う家族手当や通勤手
当のような属人的性格の各種手当は，AさんBさんともに一切支給されていな
いものとします。
　こうなると，人々はもう少し整理された形で，おかしいというふうに考えま
す。はじめ，人は同じ内容の仕事をしているのにAさんの方がBさんより，2
万円も月給が高いのはおかしいと考え，つぎに時間賃率になおしてみたら，逆
にBさんの方が高いことに気付き，逆にまたおかしいと考える。同じ仕事を同
じ時間したのたら，同じ賃金がもらえて当然であろうというふうに考えるのが，
常識だろうと思います。ほんとうに，同じ仕事をしながら，違う賃金を現代の
日本でもらう人がいるかといえば，それはいうまでもなくいるわけです。
　（各種の賃金格差の現状）たとえば，統計を見ればわかりますように，男女
別の賃金格差があります。この男女別の賃金格差を見る場合でも，はたしてそ
の男とその女が全く同じ内容の労働を，同じ時間だげしたというふうにして比
較することは，相当な困難がありますが，たとえぱ電話の交換手は，ほとんど
すべてといっていいく・らい女性の職場であり，男は電話の交換手の職場にはい
ない。そうすると，電話の交換手の女性の賃金が，ほかの職場で働いている男
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の賃金より低いとしても，それは同じ労働をしていないということになるんで
すから，比較が困難だというようなことも，起ってくるわげです。
　なかなか統計を見て，男女格差がこれこれこのとおりにあると，正確に比較
するのはむずかしいわげであります。にもかかわらず，事実間題として，現代
の日本で男女間に賃金格差があるということに，人々は気がついております。
　それから，年齢別にも賃金格差があります。たとえぼ，20歳の労働者の賃金
と，40歳の労働老の賃金を比ぺれば，日本の場合，借以上の賃金格差がある。
実際には，20歳の労働者と，40歳の労働者が同じ職場で，同じ仕事を，同じ能
率を上げて，同じ時閻やっているということは，幾らでもあり得る。だけれど
も，もらう賃金は倍以上違う。これを年齢別賃金格差などといっているわげで
す。
　それから，企業規模別の賃金格差も，よく人々の指摘するところです。一般
に日本では大企業の労働者ほど，中小零細企業の労働者に比べて，賃金が高い。
この場合にも，大企業と中小企業と，同じような職場がかりにあるとしても，
その職場が完全に同じであるかどうかは，比較が必ずしも容易ではない。また，
犬企業と申小企業で，同じような職場があるとしても，その職場で働いている
労働者が，同じような能力を持ち，同じような能率を発揮しているかどうか。
それはまた，なかなか比較は困難である等々で，統計にあらわれた格差が不合
理な格差であるというふうにいい切ることは，さっきの男女の問題と同じよう
に，むずかしいのですが，にもかかわらず，一般に企業規模別で，同じ質，量
の労働をしていても，賃金には格差があると，多くの人が指摘するところで
す。
　また，学歴別の賃金格差もあります。一般に学歴の高い者のほうが，そうで
ない者よりも賃金が高い。学歴が高くても，そうでない人と同じ職場で，同じ
質，量の労働をしているということはあり得ます。それでもなお，学歴の高い
老が賃金が高いとすれば，それはなぜかというようなことです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　693
　202
　また地域別の賃金格差。大都会へいくほど，一般に賃金が高い。こうした場
合にも，いなかのほうにいげば生活費が安い。諸物価が低い。だからいなかに
いけば，賃金が低くてあたりまえだという説明がなされますが・そういった説
明で，はたして納得いくかどうか。そういう説明が主張する以上に，地域別の
賃金格差というものは，通常見られているといってもいいのです。たとえぱ，
東京と麗児島あたりでいえば，最近は相当縮まってきましたが，一時は大体2
倍ぐらいの賃金格差があった。東京の半分くらいしか，鹿児島の労働者は賃金
がもらえないといったようなことは，事実として存在したのです。
　たとえば，鹿児島の農村から都会に，中学校を出て紡績会杜に女工として働
きにくる。そういった子供たちが，都会で4，5年働いていなかへ帰る。普通
は結捨したいので，帰ることが多いのですが，いなかへ行っても結婚する相手
はいない。なぜなら男も貧乏な農村では，学校を出るとどんどん都会に働きに
出て行ってしまう。農村には若い男女ともにいないわけです。そこへ若い女性
だけが帰って行っても，男がいないんだから，結婚する相手はいない。そして
止むをえずまた都会へ働きに舞い戻って来ます。その，いなかにいる間・半年
とか9ヵ月間とカ㍉一応失業Lているわげです。失業していても，その間彼女
は仕事があっても働こうとしない。普通失業すれぼ，それ以前の年間総収入の
60％ぐらい一限度はありますが失業保険金がもらえます。しかし地域別賃金
格差が倍あれぼ，鹿児島で働くとそのもらう賃金は，都会で働いていたときの
賃金の，半分しかもらえない。失業していれぼ6割もらえるのですから，働く
より失業保険金をもらうほうが収入が多いということになります。それくらい
に，地域別賃金格差も現実に，存在しているものです。
　また産業別の賃金格差。同じ種類の労働者が同じ労働時間働いても，産業に
よってその賃金は，高かったり低かったりする。こういうことも統計を見てい
けば，幾らでも出てくるところです。
　あるいは人種によって賃金に違いが起る。つい最近も，日立製作所が韓国人
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の入杜試験をバスさせておきながら，あとで韓国人だとわかったということで
入杜を取り消した。それが裁判所へ訴えられて，判決の寸前になって，日立が
和解を申し込み，その韓国人に採用取り消しを取り消すといったようなことが・
新聞の報道にありました。これは直接賃金格差の問題ではありませんが1現実
にはさまざまな形で人種差別，あるいは国別の差別が行たわれていることが多
い。たまたまこれは表面にあらわれただけであって・日本では韓国人の若い人
が，日本の学校を卒業しても，普通大企業は採用をしないということが，だれ
でも常識的にわかっているところです。かりに，採用したとすれば，そこでは
賃金差別をするかもしれない。欧米でも，それはよく知られているところです。
たとえば西ドイツはずいぶん前から，労働力不足といわれてきましたが，それ
を解決するために，労働力の過剰である西欧諸国，イタリーとか，ユーゴスラ
ビアとか，スペイソとか，ポルトガルとか，そういったところの出かせぎ労働
者を，西ドイツが受け入れて，これを西ドイツの労働者よりも安い賃金で使う。
ときには，日本からまで，労働者を飛行機で呼び寄せて安く使う。日本では，
炭坑産業がだめになってきましたが，西ドイツはまだ炭坑産業が盛大に経営さ
れている。ところが炭坑労働者が不足するということで・日本から炭坑労働老
を呼んで，働かしたことが，だいぶ前ですがあります。こういった外人労働老
を呼んで，安く使う。フランスでも外人労働老が，わりに低い職種の産業，労
働について，フラソスの産業の発展に，大きな寄与をしているということは，
よく人々が指摘するところです。
　あるいは，思想，信条などによって，差別をするということ。思想とか，信
条による差別の場合は，賃金の差別というよりは，解雇してしまうこともよく
あって，事件になったりしますが，解雇しなくても事実上職場を差別する。あ
るいは昇給率を，通常以下に落Lて，ほかの者よりも賃金の上がっていくその
いき方を少なくする。それが5年，10年続けぼ，通常に上がっていった人に比
べれば，明らかにこの人は低賃金に追い込まれる。そういう賃金差別は，これ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　695
204
また見られるところだと思います。
　あるいは本工と臨時工，本工とパート・タイマー間のような身分差別，これ
もよくみうけるところです。
　このような差別，賃金格差は，普通人々はおかしいというふうに考えるわげ
ですし，これは普通の人がおかしいと考えるだけではたくて，日本の因のいま
の法律も，これを間違いであるといっています。たとえば，労働基準法はその
第3条で、こういうふうに書いております。「使用者は，労働者の国籍，信条
叉は杜会的身分を理由として，賃金，労働時閻その他の労働条件について，差
別的取扱をしては恋らない」，第4条ではr使用老は，労働老が女子であるこ
とを理由として，賃金について，男子と差別的取扱をしてはならない」。この
第4条のほうぱ，男女同一労働，同一賃金の原則をうたったものですが，こう
いった差別禁止規定を，基準法では設けて，いわゆる不当な差別を資本家が行
なうことから，労働者を守ろうとしているわけです。
　このようた規定は，目本だけではなくて、国際労働機構（I　L0）の条約で
も，こういった差別は，禁止しているところです。にもかかわらず，現実には
こういう賃金格差がたくさんある。こういった格差は，人々が不当と思う差別
ですが，そうでなくて，普通常識では，不当と思われない賃金格差も，たくさ
んあります。
　たとえば，労職別差別。一般に職員と現場労働者を比べれぱ，いわゆるホワ
イトカラーのほうが，ブルーカラーよりも賃金が高いことが多かったのですが，
これは仕事の性質が違うからだと，職員のほうがよりむずかしい仕事をしてい
るから，その分だけ高いのは当然だろうというふうに，普通人々は考えて，不
当差別とばあんまり考えない場合が多いと思います。現場の労働老の中で見れ
ば，そこにも職種別の差別がある。たとえば，旋盤工と仕上げ工，仕上げ工と
自動率の運転手，自動車の運転手と下水道の掃除人夫，あるいは，下水道の掃
除人夫と籍役工を比べると，大体その順序で賃金は下がっていると思います。
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この場合には，雑役工よりは仕上げ工なり，自動車の運転手のほうが，より高
度の技術を持っているんだから，その分だげ賃金は高くても，自然だろうと思
う。自動車の運転手より，旋盤工のほうが，さらに一そう高い技術を持ってい
るだろうから，その分だけ賃金が高くてあたりまえであろうといったように，
人々は常識的には考えて，この違いは不当差別とはあまり思わないということ
があります。それから同じ職種，同じ旋盤工なら旋盤工という職種の中を見て
も，熟練度が違うと賃金が違う。高い熟練を持った旋盤工は，それほど高い熟
練を持たない旋盤工よりも，給料は高い。これは，やはり能力の違いが，賃金
に反映しているんであろうというふうに人々は考えている。現に労働者の中で
も，おれたちはあの連中よりも，熟練度が高いのに同じに扱われるのは困ると
いうことで，それを問題にする労働者があり得ます。たとえば，第2次世界大
戦後，国鉄労働組合は，一本の組合としてスタートしますが，しぱらくして，
国鉄労働組合が2つに分裂をする。そして現在のいわゆる国労と，それから現
在のもう1つの動労と，2つに分裂をします。この分裂した理由は，いろいろ
原困があるでしょうが，1つの重要な原因は，動力車労組の人々，つまり機関
率の運転手たち，彼らは駅の切符切りや，プラットホームの係や，あるいは線
路を保守する人々に比べて，おれたちが国鉄の中心的な従業員なんだと，おれ
たちが一番高い技術を持っているんだと，そういうふうに自負をしている。と
ころが，彼らも国鉄の労働組合の中で，一本に入っていて，国鉄労働組合が大
会を開き，賃上げの要求などをするときに，国鉄の動力車運転手の特殊な才能
を，ほかの人々があまり認めてくれない。多数決できまっていってしまうので，
運転手のほうは数が少ないですから，運転手たちの特殊な要求を，大会で無視
されてしまう。これを無視するような労働組合には，一緒にいられないという
ことで，動力車労働組合が分離独立してしまったといわれます。犬体日本の国
鉄は，新橋から汽笛一声出たころから，非常に運転手はきびしい劃練を受けて，
たとえば運転手は，スイス製の正確な懐中時計を国鉄からもらうbこの懐中時
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計を見ながら，時聞表どおりに，1分どころか5秒，10秒も狂わないで，場合
によっては1秒，2秒を争って，プラヅトホームにきちんとつける。そういう
名人芸を発揮して，得意になるというカ㍉その職場を誇りに思っている，そう
いう人カミ大ぜいいたわけです。世界中でも，日本の国鉄の列車の運転は，非常
に時閻が正確であると，いわれた時代が，長くあったわげです。こういった職
場に誇りを持ち，高い技術を身につげようと努力した人々が，そういう伝統を
背負って，不満を爆発させる。おれたちの特殊事清を認めないのかというんで，
動力車労組が分離独立をして，そして運転手手当を別に要求し始めるといった
ようなことが，1つの例として出てくると思います。
　これらは労働者の中でも，能力の違いが賃金の違いとして，ある程度反映す
るのがあたりまえであるというところから，こういう要求が出ているんだと言
えます。しかしまた，では能力が違えば，賃金に格差が起るのは，あたりまえ
だといって済むかといえば，そこにもまた，疑問は起る。たとえば，いままで
は一定の時代，一定の杜会というふうに隈定Lて，話をしてきましたが，この，
時代と杜会という隈定を，ちょっとはずして考えたらどうなるか。たとえぼ国
が違ったらどうなるか。国際比較をしてみれぼどのくらいの賃金格差があるか，
この辺も比較することは非常にむずかしいです。たとえぼ，国家公務員あるい
は地方公務員，こういった公務員などは，どこの国でも，大体同じような職種，
たとえぱ大蔵雀なら大蔵省といえば，どこの国でも似たような事務局の構成に
なっている。同じような職種の人が，同じような職場で働いているというふう
に見られる。村役場へ行けば，村役場の仕事は多少違いがあるでしょうが，ど
この国でも大体似たような仕事を，似たような人がやっていると考えられるか
ら，比較がしやすいだろうということにして，しかも賃金はいわゆる公定レー
トで，ただ単純に計算して比較をする。統計をあまりここで使う気はありませ
んが，たとえば，現在の日本のどこかのいなかの村役場の，高校出たぐらいの
人の初任給は，おそらく5万円かそこらだろうと思いますし，それから，犬蔵
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次官なら大蔵次官，これが官公吏の一番最高。大臣は特別職ですから別とし
て，サラリーマソとしての最高が次官クラス，この辺の給料は数十万門に注
る。高校出て村役場あたりへ入った者を，官公吏の最低と考えると，中学出
の最低もありますが，これは少し年が若過ぎるからはずして，18～19歳のと
ころと次官とを比べれば，その最高最低の倍率は，おそらく10倍はあろうと
恩います。これは，高校出の新米と，次官クラスまでいった人との，才能の違
いが10倍なんだと説明して済むかどうか。それを見るために，国際比較をみれ
ば，たとえばイギリスあたりで，そういった最低の官公吏と，次官クラスを比
べれぼ，その最高最低の倍率は7倍ぐらい。スウェーデソは，5倍から6倍ぐ
らい。国の体制は違いますが，チェコスロバキヤは，4倍ぐらいになります。
イギリスの次官クラスは，日本の次官に比べて，才能が落ちるのかと，最低か
らなぜ10倍もらわないのかという疑問が，すぐ起るでしょう。あるいは，イギ
リスの最低の公務員が，日本の最低の公務員よりも，はるかに能力が高いとい
うことで説明するのかと。どっちの国も，たとえば，18～19歳底ら18～19歳の
若い人が，最初に公務員になったときの能力は，国によってそんなに違いはな
かろうと恩います。また，どこの国も次官クラスにたった人の才能は，夫体似
たり寄ったりだろうと思います。であれば，日本が10倍で，ある国が4倍か5
倍。これだげ大きな違いが起る理由は，単に能力の違いが反映しているんだと
いうだけでは，説明がつかない大きな違いであろうと思います。また，かりに
イソドに行けぼ，イソドの18～19歳の人々の初任給を知りませんが，おそらく，
日本よりもはるかに，圧倒的に低いはずです。それからインドの次官クラスの
給料は，日本の次官とそんなに大きな違いはありません。おそらくそこでの・
最高最低の格差は，数十倍になっているだろうと思います。イソドの場合は，
その若い人が次官に比べて，数十分の一しか給料をもらえたいほど，能力に違
いがあるといえるかどうか，その辺はきわめて，疑わしいということになりま
す。
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　今度はもう1つ，時代が違ったら一体どうなるのか。かりに日本なら日本と
いう国で，時代を条件に入れてみます。
　たとえぱ，明治の初期に陸軍大将一大将というのは，官公吏の中では一番上
なわけです一の給料は，月給500門であったと言われています。中将が400円，
少将が300門，犬佐が250円，中佐が200門，少佐が150円。それから，その辺の交
番の派出所の巡査一官公吏としては，低いほうの役人ですが，もちろん交番の
巡査よりも，もっと低い給料の仕事は沢山ありました一を例にとれば，その月
給が10門であっれすると，大将と交番の巡査との賃金格差は50倍になります。
　同じ目本で，明治の初年のころには，上と下，ほんとうはもっと下があるん
ですが，一一巡査というのは，相当よかったんですよ一それをとっても，な
お50倍ある。それだけ能力の差があったんだと，いえるかどうか。いまは10倍
の差があるとして，r1O倍の差が当然である」と主張する人がいたとしても，
じゃなぜ同じ目本でいて，明治の初年には50倍の差であったのか。時代によっ
て，この差はいろいろに変化しているわけです。
　縦にとれば，Iそういった時代的な変化が見られる。それを横にとれば，国別
の変化であるともいえるわげであって，資本主義が発展している国ほど，一般
的には，この最高最低の格差は縮小しています。現代でいえば，たとえばスゥ
ェーデソとカ㍉イギリスは日本に比べて，この最高最低の格差が少ないという
のは，日本よりさらに発展した資本主義国であるからです。この場合発展して
いるというのは，単に生産カの比較だけでいっているのでぱありません。生産
力だけなら，鉄鋼の生産能力は，日本はイギリスや，スウェーデンよりはるか
に上であるとカ㍉いろんな例が出てくるでしょうが，そういう生産力の違いで，
発展の程度を言っているのではない。資本主義の総体としての，成熟する度合
いを言っているわげです。その度合いからいけば，日本よりもイギリスや，ス
ウェーデンのほうが，はるかに先進資本主義国でしょう。インドは日本よりも，
まだ後進国でしょう。そういった後進国へいくほど，最高最低の倍率が大きい
㎜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　209
んだということが言える。
　同じ国をとってみれば，その国の資本主義の発展度のまだ低い時代，音へ戻
れば戻るほど，その格差が大ぎい。資本主義が発展すればするほど，同じ霞で
あっても，その格差は縮小する傾向がある。明治の50倍，100倍が，いま数倍
から10倍ぐらいに縮小したのは，能力差が縮小したんではなくて，資本主義の
発展が，そういう格差の縮小をもたらしたんだ。なぜ，そういう格差の縮小が，
資本主義の発展とともに，もたらされるのかということは，あとで触れること
にします。
　少なくとも，歴史をみれぱ，あるいはいろんた国の比較をすれば，そういっ
たことが言える。であれば，先ほどの話に戻して，ある職種の労働者と，他の
職種の労働者の間に，賃金に違いがある。その違いが，能力の差を反映してい
るんだと，そういう常識で，すぐにこれを納得Lていいかどうか。そこには，
やはり疑問が残るぼずです。
　そこで，こういった先ほどの，不当な賃金格差にしろ，あるいは常識的には，
不当と思われないような賃金格差にしろ，とにかく，こういった複雑多岐にわ
たっている賃金の格差がなぜ発生しているのか。
　（賃金格差論）いままでは，どこに，いつ，どんな形の格差が発生している
かということの例を，簡単に見てきたわけですが，事実，そのようにLて格差
があるとすれぱ，それを間題にすることが，必要になってくるのです竈問題に
すれば，なぜ問題にするのか，そして何を，どのように問題にするのかという
ことが，格差論の課題になろうと恩います。
　日本でもいままで，いろいろな形の格差論はありますが，それの実証分析，
統計的な研究などの，椿差研究はありますが，その賃金格差の間題を，1つの
論として体系化させていこうという努力は，比較的まだ少ない，おくれた分野
であろうと思います。この賃金格差論を，じゃどのように展開していったらい
いかということですが，これを展開するには，やはり賃金論一般に依拠してい
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くことが、必要になる。賃金とは一体何かという，原点に戻っていく必要があ
ると思い窒す。賃金は労働の対価であると言えます。その人々の労働の質とか，
量に応じて，払われるものだと，考えられる。しかしながら，そのように回答
したんでばこれは単に，現象形態を説明したにすぎないわけで，まだ賃金の本
質を説明したことにはなりません。賃金は本来は，労働力の価格であって，労
働の価格ではない。労働力というのは，資本主義杜会にあっては一定の条件の
もとで商品とたる。これはだれでも知っていることですが，この商品としての
労働力の販売価格，これが賃金です。ところが，現実に賃金が支払われる段階
では，その労働力の価格であるという，ほんとうの姿が隠されて，労働の価格，
つまり支出した労働の質量全体に対する支払いという，仮象をとってあらわれ
る。われわれはいままで，現象を追っかげてきたわげですが，ほんとうの説明
をするためには，その本質に立ち戻らなげればならない。労働力が商品であれ
ば，一般の商品と同じように，それは使用価値と価値を持っている。商品は，
使用価値と価値という2つのものの統一一体として，あるわけです。使用価値と
いうのは，人問の何らかの欲望を充足せしめるものという性格です。と同時に，
商品は価値も持っている。商品の持つこの使用価値の側面を，物質的なにない
手として，その商品の持つ価値を考えていくということが，経済学の課題であ
ります。
　賃金論の場合でも，労働力商品とは何かということを考える場合には，この
商品の価値が，どのようにしてつくられているのカ㍉商品の価値の犬きさは，
どのようにしてきまるのか，商品の価値の形はどんなものなのか，その本質は
何かということを，整理していく必要があると思います。いわぼ，労働力商品
の価値論の構成，価値論の展開が必要になる。そして，この賃金格差論も，そ
の価値論の体系の一環としての価値差論として，まず理論的にスタートする必
要があるというふうに思います。
　　　o　o　商品一般の価値論は，r資本論」の第1巻，第1編，第1章で展開されていま
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すが，そこでマルクスは，まず「価値の実態」論を展開する。それから2番目
に，価値のr量」を検討する。3番目に，価値のr形態」を考え孔最後に，
価値の「本質」を考察する。マルクスの商品論，価値論は，この4つをこの順
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O　　O序で展開していると思い童す。労働力商品一般の価値論も，それにたぞらえて
構成してみることが必要です。そして，第2にこの価値論からの派生理論とL
　　○て，諾労働力商品問の価値差論を構成することが可能となります。
　それから3番目は，労働力商品の価格論および価格差論です。労働力の価値
は，労働力の価格として現象するわけですから，だんだん現象に近づいて議論
を展開するとすれば，労働力の価格の議論が，その次に出されなければいけな
いわけです。
　最後に，労働の価格です。たとえば，Aさんの給料が12万円，Bさんの給料
が10万円だといっている場合，これは労働の価格としてもらっている労賃のこ
とを，人々は言っているわけです。
　先ほども，これを時間当たり賃率に直せぼ，Aさんは600円である，Bさん
は625円であるといいましたが，現実に賃金を受けとる人々ぼ，このように・
一定の支出した労働の質量に対応した労働の対価として受け敢っているわけで
す。これが現実の賃金なわげです。労働力の価格として，人々が現実に賃金を
受け敢っているのではありません。したがって，現実の賃金・ここで言われる
労働の価格，これの研究がつぎの課題となってこなげればいげないのです。そ
してここまできて始めて，現実の世界にまで，また戻ったことにたります。
　（価値の実態）労働力商品というのは，もちろん生きた人間が，そのからだ
の内に持っているものですから，労働力商品を生産するということは・・生きた
人間が，r健康で文化的な生活」を維持するということにつながるわけで・そ
めためには，それなりのさまざまな，生活手段商品を員ってきて，消費しなげ
ればいけないわけです。米や，みそや，しょうゆを買ってこ匁ければいげない。
それは商品として町で売られているものです。これは一般の商品ですから，そ
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れはそれでまた価値を持っています。一般の商品の価値の実態は，その商品を
生産するために対象化された抽象的人間労働です。労働力商品の価値の実態は
何かといえば，これは生きた人間が，そのからだのうちに持っているという，
特殊な商品ですから，一般の商品のように，直接，対象化された抽象的人聞労
働であるというふうには，規定できないのです。この労働力商品の価値の案態
は生活手段商晶というものを媒体にして，関接的に対象化された抽象的人間労
働であるといえるのです。労働力商品の特殊性から，こういう特殊な規定が出
てきます。
　（価値の量）　2番目に，価値の量の問題があります。この量は，労働者が生
活を維持するために購入する生活手段商品の種類と量によってきまります。生
活手段商品を買う場合の，つぎの4種類のものの合計が，この量の内容をなL
ます。
　第1に，生理的欲望。労働者はまず動物として食べて，着て，寝るというこ
とをしなければ生存を維持できない。そのためには，衣食住に関する，消費財
を買ってこなければいげない。それは彼らがもらう給料でまかなわれるんです
から，給料の中にはこういった消費財を買う費用が，当然含まれていなげれば
たらない。
　二番目に，文化的欲望。人間は単に動物ではなくて，人閻なんですから，最
低限度にしろ，文化的な生活を維持しなけれぼならない。文化的な生活を維持
するためには，やはり，さまざまな諸商品を買ってくる必要がある。今日では，
テレビを買うぐらいはぜいたくではない。むしろ，現代の目本では，必要最低
限度の，労働著の文化的欲望のうちに入っています。
　第3に家族の生活費。標準的な労働著には，女房と，子供が1人か2人か，
現代の日本でもいるでしょう。その女房や子供は，一応ここでは理論的な操作
として，働かない老と仮定する。現実に。は，女房がパート・タイマーに出てい
るとかいうことがあるかもしれませんが，一応ないものと考える。女房は働い
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ていますが，収入を得る仕事には従事していない。家事労働，育児労働に専念
している。これは無償労働です。子供というのは，よく学び，よく遊んでいる
時代であって，牛乳配達や，新闘の売り子なんかになるべきものでは本来ない。
そうすれば，この女房，子傑は，亭主の収入でその生活をささえなければいけ
ない。資本家からみて，それは労働者のかってであるということにはならない
のです。資本主義は，資本家の側からみれば，100年，200年存続し，発展した
いと思うでしょう。その場合に，現在の労働者が，100年，200年生きていてく
れればいいですが，せいぜい働げる期間は，40～50年しかないわけです。いま
の労働者が死んでしまったら，資本主義が倒れてしまうというのでは・資本家
の側が困るはずです。いまの労働者には，標準的な女房と子供がいて，そして
それが，最低限度，健康で文化的な生活を緯持するからこそ，そこで労働力の
世代にわたる再生産が，確保されているわけです。したがって，妻子の生活費
は，亭主の労働力商品の，販売価格の中に，含まれていなければならない。
　第4に，教育訓練。労働者は生まれながらにして，旋盤工であるわげではあ
りませんから，教育訓練を受けて旋盤工になり，あるいは，教育訓練を受げて，
自動車の運転手にたる等々であって，そうした教育訓練を受げるためには，そ
れぞれ費用を必要とします。
　（価値形態）労働力商品は，その価値形態としては，生活手段商品あるいは
貨幣（≡労働力商品の価格）とたってあらわれます。この2つの形態が転化し
て賃金形態となるばあい，前著は現実的賃金，後者は名目的賃金という区別と
なってあらわれます。
　（価値の本質）労働力商品の価値の本質は，剰余価値関係であります。労働
力商品は，一般の商品とこと液った独自な性格をもった商品であって，それは
資本によって商品という性格を付与され，資本のもとで労働することにより，
単に価値のみならず剰余価値をも生産することにより，資本蓄積の条件となり
ます。
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　（労働カ商品の価値の差）以上，労働力商品一般の価値を，4つの側面から
みてきたのでありますが，これを価値差という視点からみればどういうことが
いえるか。
　第1の価値の実態規定は，価値の性質を規定したところですから，価値の大
きさの違いは，ここからは論じられません。
　第2の価値の量的規定からは，現実の賃金格差の原因となるさまざまな価値
の量的な差が理論的に考察されます。価値の量は先程，4種類の生活手段商品の
総計からなっていると説明しまLた。その1つ1つを簡単にみてゆきましょう。
　1．生理的欲望　具体的には主として衣食住に関する生活手段商品の問題で
すが，ここでは価値差に関して2つの問題があります。1つは，気侯風土の差
異。例えぼ寒い地方と暖かい地方では，最低限度の生活を維持するにしてもそ
の最低量に差があります。一方では外とうや防寒靴を必要とするけれども他方
はそれを必要としないなど。いま1つは重労働か軽労働かということ。前老は
後者にくらべ，その労働力を順当に生産し，再生産するためにはより多くのカ
ロリーを摂取する必要があります。実際にも，こうした差は，寒冷地手当とか，
重筋作業手当などという形で日常みられています。
　2・文化的欲望　この点は，主として国が違いまた時代が違うと，その最低
水準の劃こ差が生じてきます。例えば，20年前と現代の日本を比較Lてみれば，
そこに差があることは明らかです。また同時代をとっても，現代のアメリカと
日本では，まだまだ労働老階級の文化的最低水準は，アメリカの方が上です。
このように文化水準で，労働力の価値に差が生ずるのは，労働者階級の階級形
成に差異のあることが原困であるといえます。例えば，労働者が，より人間的
な生活の実現を要求して賃上げを図ったぼあい，労働者の団結と闘いが強力で
あっても，そう急に大幅な労働条件の改善がなされるものではありません。
100年以上にわたる労働運動の歴史を積み重ねてきた国の労働者と，長い間弾
圧されてきた日本の労働者と，文化的生活の最低水準に開きがあるのは当然と
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いえます。
　3、家族の生活費　1と2でみられた生理的・文化的欲望における差異は，
家族のそれにも，大体は適用されます。ただ労働力固有の差異，例えば重労働
と軽労働の差異などは当然家族の差異とはならない。また，労働者の家族の一
部が賃労働者化したばあい，労働老の労働力の価値は，その扶養分だけ減少す
る。例えば，労働老の妻が働きにでたようなばあい。これは，労働力の価値分
割の問題をおこします。
　4．教育訓練　労働力が複雑労働をする能力を持っているカ㍉簡単労働の担
い手であるかによって，当然労働力の価値量は異なってきます。それは，複雑
労働をする能力を育成訓練する費用の方が，そうでないぼあいより長い訓練期
間を必要とし，したがってより多くの費用が必要となるからです。複雑＝熟練
労働者が，簡単＝不熟練労働老よりも，より高い賃金を，現実にうけとってい
る本質的根拠はここにあります。
　第3の，価値の形態規定は，価値差の問題とは直接の関連はありません。た
だ労働力商品の価値量が，一定量の生活手段商品と，あるいは一定量の労働力
の価格と等値されていることをこの形態が示しているとしても，この等式は，
形式的等式，または労働力商品の価値の絶対量を表現しているにすぎないので
あって，相対量は表現していないという隈定をしておくことが重要であります。
　第4の，価値の本質規定は，剰余価値関係をあらわしているわげです。ここ
では，労働カ商品の価値量は，価値生産物（≡Y＋m）のV部分の量が示され
ております。換言すれば，価値生産物こおける，V：mの比率が，したがって，
mに対比してのVの相対量が聞題となります。V＋mの価値量が一定であると
しても，Y（二労働力商品の価値量）は，m（≡剰余価値量）の大きさが増滅す
るにつれ，逆比例して増減することになります。春闘などで，時たま労資の間
で問題とたる労働分配率は，V：mの関係を近似的に表現しているとみられま
すが，日本の労働分配率が欧米にくらべて，今日でもまだ著しく低いことは，
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多くの統計が示しているところです。
　以上は労働力商品一般の価値論の構成を根拠として，価値差論を展開してみ
たものですが，つぎの問題は，労働力商品の価格です。
　（労働カの価格差）労働力商品の価値は，価格として現象します。しかし，
価値通りに価格として現象するわげではありません。一般の商品と同じように，
労働力商品も，労働市場において，資本と出会い，取引がなされるわげですが，
そこでは競争がおこります。競争は3つの形態をとります。労資間，労働老閻，
資本間競争がそれです。こδ競争で，労働者側に有利な諸条件一一例えば労働
者階級の団結の強さ，労働力の供給不足，国家による労働者保護の強化など
一があれぱ，労働力商品の価格は，その価値以上に上昇するでしょう。逆で
あれば，価格は，価値以下に下落するでしょう。しかし，その何れにしろ，上
限と下隈はあります。上限は，資本にもたらす剰余価値を零にする点です。資
本が労働力を購入する目的は，剰余価値の生産と取得にあるのですから，それ
が全く期待できないほど労働力商品の価格が上昇すれぼ，それを購入すること
をやめるでしょう。下隈は，労働者がその賃金で購入する生活手段商品の量が，
労働者の生活の再生産を不可能とするほど低く落された点です。労働者が労働
力を商品として販売するのは，それによって彼の生活を最低限度にしろ維持す
ることが目的なのですから，それができたいほどの低い賃金では，労働力を売
る意味がなくなることにたります。とはいえ，これら上限と下隈は，現熟こは
きわめてフレキシビリティに富んでいるものです。
　以上のように労働力商品の価格差は，本質的には価値差にもとづいており，
究極的には価値差によって規制されるものですが，それは絶えず上下変動し，
現実の価格差は，価値差以上に開き，また価値差ほど価格差となってあらわれ
ない……などとたります。
　（賃金形態）現実に個々の労働箸が，資本家から賃金を手渡されるぱあい，
それは時間賃金または出来高賃金などの形態をとります。つまり労働力商品の
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価格ではなく，1時間の労働に対していくら支払うというような，労働の価格
としてあらわれ，それを賃金形態といいます。このもっとも具体的な論理次元
でも・それに固有な賃金格差を生ぜしめる原因が考えられます。資本は，より
多くの剰余価値を取得するために，さまざまな賃金形態政策をとります。それ
は，労働市場における価格法則を通じて樹立される価格水準を，より低くする
機能を発揮し，また種々の労働カの価格差を，賃金形態を通じてより拡大させ，
またはより縮小させる放どの効果を期待しようとします。こうした資本の運動
に対し・労働著は反対の運動をしてきました。例えば，男子にくらべて女子に
対する不当な低賃金差別に反対し，r男女同一労働同一賃金の原則」をイギリ
スの労働著がかかげて闘いを始めてから，すでに100年以上の歴史が流れてお
り・いまや世界的に市民権を得た原則になっていることは，前に述べたとおり
であります。現代に例をとるなら，第2次世界大戦後，アメリカで発展した職
務分析と職務評価の技法が日本に輸入され，それが賃金と結びついて職務給と
名付げられ，あるいはそれがさらに日本的に修正されて職能給となって多少普
及してきています。この技法によれば，同一と評価された職務に対しては，同
一の賃金が支払われると説明されています。つまりr同一労働同一賃金」原則
は・この形態によって実現され得ると主張されています。しかし職務評価の要
素に，労働力商品の価値構成要素とは無関係汰もの一例えば企業に対する貢
献度など一を取り入れたり職務聞格差の決定が盗意的かつ上厚下薄であった
り・または男女閻の不当な賃金差別は存在せず，現実にある男子に比較しての
女子の低賃金は，女子であることが原因ではなく，たまたま女子の従事してい
る職務が，低く評価されているにすぎたい，というように差別を正当化する手
段として用いられています。
　以上，賃金格差は，労働力商品の価値差，価格差，さらに形態から発生する
ものなど，抽象的・本質的論理次元から具体的・現象的論理次元にいたるまで，
それぞれの論理段階から発生しうるものであります。現実の賃金格差は，これ
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ら相異なる論理段階の集約されたものとして存在するのですから，はじめに列
挙したような様々な賃金格差を説明するには，賃金椿差の論理体系を整理し，
それによって分析することが必要となります。しかし，今目労働組合や，賃金
間題研究家の一部では資本主義の論理からみてもおかLいとみられている不当
な賃金格差一一例えば男女同一労働に対する差別賃金や，臨時工と本工間の不
当な格差，企業規模閻の不当な格差など一を別とすれば，価値論段階で述べ
てきた，教育訓練の違いから生ずる賃金格差はどうあるべきか。というような
格差論が論議されています。これは具体的には，職種別横断賃率論や，職種別
熟練度別賃金論となってあらわれています。たしかに，複雑労働と簡単労働で
は，その労働能力を身につげるための教育訓練期問はことなっており，当然そ
の費用，したがって労働力の価値の大きさも異なってくるでしょう。しかし賃
金格差は，価値論次元のみに隈定しても，価値の量的規定，本質規定などから
派生しており，価値の量的規定はまた，教育・訓練費の差異のみでなく，生理
的・文化的欲望，家族の生活費などの要索から成りたっているのです。これら
の総体として労働カの価値は量的にきまるのであり，その中の訓練費のみに重
点をおいて，現実の賃金格差を論じようとしても失敗すると思います。1例を
上げますと，ある統計によれば，明治34年に，東京市内の靴職の日当は50銭で
あり，それが大正9年になると2円になっています。一方同じ期間に活版植字
職の日当は，40銭が2円38銭になります。明治34年の活版植字職は・靴職より
何故日当が20％低かったかを理論的に説明することは容易なことではありませ
ん。かりにこれを教育・訓練費の差が反映したのだと説明してみても，大正9
年には，活版植字職の日当の方が逆に靴職より，19％も高くなってしまってい
ることを同じ論理で説明することはできないでしょう。しかも今日，日本の資
本主義ぱ独占段階にあります。明治時代と異なり，今日の巨大企業は，新規学
卒を採用して，職業訓練は，ほとんどすべて企業の手でなされ，徒弟制度的な・
杜会的訓練は少なくなっており，したがって比較の杜会的基準がもとめにくく
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なっています。さらに，巨大企業における大量生産体制は，職種の分解をもた
らしており，多くの労働者は単純繰返しの部分作業者になっています。この似
たような職務に，客観的には比較不可能といってもよい教育訓練上の差を探し
求めてゆくことは，結果的には資本の差別賃金政策の一形態である，職務・職
能給論に転落することになるでしょう。松下電機株式会杜の労働組合が，会杜
と一体となって作り上げた「仕事別賃金」の例をみても分ることです。
　賃金格差を考えてゆくぼあい，もっとも大切なことは，労働者階級の階級形
成との関連を考えることだと思います。それは，価値論次元での「文化的欲
望」のところでもふれましたが，官公吏の最高・最低の賃金格差が，明治初年
の数十倍から，今日の10借位にまで縮小した理由は何か。欧米と日本の賃金格
差が，多少共昔にくらべて縮小した理由は何かを考えてみることだと思います。
　すでに与えられた時問もなく恋ってきたようです。今日，私がお話ししよう
と思ったことは，現実の賃金格差を考えるばあい，どういう方法と，どういう
体系を立てねばならないか。またどういう視点でこれを分析しなければならな
いか，という点の一部を簡単に要約してみることにありました。以上で終りま
す。
？l　l
